
■ 11／29  （土）スキルアップ講座 『宮大工に聴く 木造伝統工法の基本』 第2弾開催！

会場：磯子M邸（昭和8年築。近代和風洋館付き住宅） 講師：鈴木祥之棟梁、越智英夫氏、角桂介氏
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このNEWALETTERのバックナンバーは、かながわヘリテージのホームページでご覧いただけます。
また、FaceBook には最新の記事をアップしています。 右のQRコードよりご覧ください。

Facebookホームページ

今回は、建物の外部、屋根、外壁、基礎や軸組等の基本的な
木造伝統工法の構成や納まりなどを学びました。
参加の皆さんには歴史的建造物に接した時、又調査の時など
伝統木造工法をより正確に理解して頂く事や、調査の楽しさ
を感じる事ができる環境づくりが重要と考え企画しています。
レベルアップの為、前回以上に充実した内容・資料作成など

越智さんの熱量に感謝しかありません。質問やや興味を深め

た質問タイムには、棟梁から専門的な技や知識が披露され、

進行役越智さんの貴重な資料解説を傾聴。参加者同士の知識

交流も深まり、10分の休憩を挟んでおなか一杯の講座だった

かと思います。引き続き、次回の企画をお待ちください。皆

さん、長時間たいへんお疲れ様でした （黒田協子）

●報告会『ラトビアの歴史的建造物の保存再生とアートとの
融合』かながわヘリテージ会員で、旧東海道藤沢宿地区で15
年にわたり歴史的建造物や庭園で国内外のアーティストによ
る展覧会などの活用を続けてきた「藤沢今昔まちなかアー
ト」の代表幹事伊東氏による昨年夏のラトビアでのアート制
作と展覧会の報告会がありました。複雑な歴史背景を持つラ
トビアの、歴史的建造物の保存再生事例や、それらを活用し
たアートと市民の交流を中心に、多岐にわたって伊東氏にお
話し頂きました。バルト三国のラトビアにも私たちが抱える
問題と共通するものがあると感じます。蔵まえ３４の落ち着
いた雰囲気の中で、美味しいお菓子とお茶やコーヒーを頂き
ながら、アーティスト視点からのお話を聞けたのは、とても
貴重な機会でした。

■ 報告会 『ラトビアの歴史的建造物の保存再生とアートとの融合』 + 藤沢以西地域懇談会

●報告会の後、藤沢以西地域懇談会として少人数で一つのテーブルを囲みながら、地域の先輩方のこれま
での活動のお話を聞き、意見交換をしました。かながわヘリテージの活動の未来へのヒントが見えた良い
会であったと思います。今後もこういった意見交換の場を開催していきたいと思います。（岡田和美）

３/１４(土) 藤沢駅近くにある古民家を改装したカフェ『蔵まえ３４』にて、
報告会と藤沢以西の地域懇談会が開催されました。



稲村和美、岡田和美、花岡真由美一般社団法人かながわヘリテージ 発行

■ 2／28（土） ヘリテージマネージャー養成講座最終回
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約2年に渡るヘリテージマネージャー養成講座の集大成となる発表会。各班毎に特徴のある建物を選び、
建物の特徴や地域の歴史などを緻密に調査され、非常にレベルの高い発表でした。
なにより、この2年余りの苦楽を共にした仲間たちは、今後かけがえのない宝になるでしょう。
改めて、新たにヘリテージマネージャーになられた皆様、おめでとうございます。 （稲村和美）

稲村和美、岡田和美、花岡真由美発行 一般社団法人かながわヘリテージ 編集：加部佳治、黒田協子、戸田啓太、稲村和美、岡田和美

一般社団法人かながわヘリテージ ヘリテージマネージャー養成講座の修了生等により平成２８年
に設立された団体で、神奈川県内の歴史的建造物の保全活用を
目指して活動しています。
ヘリテージマネージャーとは、地域に眠る歴史文化遺産を発見
し、保存し、活用して、地域づくりに活かす能力を持った人材
のことです。
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（株）山手総合計画研究所内

「私たちが見つけた歴史的建造物」 無事24名が終了しました

この人に会いたい！～各地で活躍するヘリマネを紹介します～

建物担当佐藤さん
＆アート担当佐野さん

蔵まえ３４外観。
ランチのメニューボード

この日のランチは
野菜たっぷり春カレー

床の間にはアート作品の
展示も

旧東海道から一本入った通り沿いにある古民家カフェ
「蔵まえ３４」。
藤沢宿から分岐し江ノ島へ行く人が通った道で、穀

物蔵のあったこの通りは「蔵前」という地名です。この
建物を借りる前から佐藤さんは「この建物は只物では
ない」と感じていたそうです。大正時代からあった家は
関東大震災で倒壊したが部材は残った。その部材を
上手く使い、1946年に建てられています。欅の大黒柱
はほぞを使い回し大切に使われている。床の間の床
柱は面皮付で木の形が活かされている。長押の釘隠
し、竿縁天井、縁側と、随所に魅力があります。
建物の魅力を活かすには…「どういう人が建てたの

か/住んでいたのか、想いを馳せること」「ここを見て
ほしいと建物が語りかけてくる声を聴くこと」と佐藤さ
んは語ります。
アート担当の佐野さんは、以前はギャラリー今はカ

フェと運営が変わり、「アートは一部の人に強く響けば
成立するが、食は多くの人に受け入れられなければ
続かない。それが面白い」と語ります。
「蔵まえ３４」ランチやカフェにぜひ訪れて見て下さい。

■ 12／8  （土） 全国ヘリテージマネージャーネットワーク協議会関東甲信越ブロック会議

関東甲信越のＨＭ活動団体による定期的な情報交換のブロック会議が、今回は千葉県建築士会にてオンラ
イン併用で行われました。議題は災害時の協力体制について。当会から全国HMNW協議会運営委員を務める
内田美知留さんが参加（その他数名オンラインで参加）現状把握と今後の進め方を議論しました。日頃か
らのコミュニケーションや情報共有の必要性も議論され2016年の熊本地震時における九州ブロックでの連
携の事例を勉強することになり代表者による勉強会が３／16にオンラインで行われ、今後各団体の会員向
けにも開催される予定です。（加部佳治）

（稲村和美）
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